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秋まき小麦、
 生育順調で例年より
  早い収穫作業開始 ！
　ＪＡきたみらいでは秋まき小麦「き

たほなみ」の収穫が７月21日から始

まりました。今年は天候が順調に推

移し生育状況が良く、例年より早く

収穫作業が開始されました。

　管内各地では黄金色に色づいた小

麦畑を大型コンバインが走り、次々と麦穂を刈取ってい

きました。収穫された小麦は大型ダンプに積み込まれ、

ＪＡ小麦乾燥調製貯蔵施設へ搬入されました。きたみら

い麦作振興会の西原勇一会長は「今年は生育が順調で、

例年より一週間程早いスタートとなった。粒は大きく品

質も良いものとなっている。燃油高騰のためコストを抑

えながら良質な小麦を収穫したい」と話しました。

　今年度、当ＪＡでは約3,800㌶作付けしており、生産

量は約25,000㌧を予定しています。

４年ぶりの行灯パレードに
　　　　　　　青年部も参加！

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
南
支
部
は
７

月
８
日
、
訓
子
府
町
で
開
催
さ
れ
た
第
44

回
く
ん
ね
っ
ぷ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
前
夜
祭

の
行
灯
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

行
灯
の
製
作
は
６
月
下
旬
の
夜
に
連
日

行
わ
れ
、
今
年
は
映
画
で
話
題
に
な
っ
た

マ
リ
オ
や
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
、
き
た
み
ら
い
の
ロ
ゴ
、
青
年
部
が
制

作
し
た
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
が
描
か
れ
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
当
日
は
部
員
25
人
が
参
加
し
、

行
灯
を
引
き
な
が
ら
訓
子
府
町
の
道
道
50

号
線
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
被
り
物
を
し
て
仮
装
し
た
部
員
も
お

り
、
手
を
振
っ
て
観
客
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

パ
レ
ー
ド
の
後
の
表
彰
で
は
行
灯
に
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
描
く
斬
新
さ
も
評
価
さ
れ
ア

イ
デ
ィ
ア
賞
を
受
賞
。
仮
装
し
た
部
員
が

登
壇
し
、
賞
状
と
賞
金
を
受
け
取
り
ま
し

た
。

▲行灯パレードに参加する部員

４
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JA
き
た
み
ら
い 

乳
牛
共
進
会

　

７
月
15
日
、
当
Ｊ
Ａ
と
き
た
み
ら
い
酪

農
振
興
協
議
会
の
共
催
で
訓
子
府
町
の
北

見
管
内
畜
産
総
合
施
設
で
乳
牛
共
進
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

き
た
み
ら
い
地
域
か
ら
56
頭
の
乳
牛
が

出
品
さ
れ
、
体
型
の
美
し
さ
や
骨
格
の
力

強
さ
、
乳
房
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
資
質
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
審
査
員
は
北
広
島
市

で
酪
農
業
を
営
む
岩
田
政
彦
氏
が
務
め
ま

し
た
。

　

当
日
は
小
雨
が
降
る
悪
天
候
の
中
、
未

経
産
牛
か
ら
経
産
牛
ま
で
14
部
門
で
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
高
位
賞
は
、
経
産
の
部
で
北
見
地
区

の
吉
野
裕
規
さ
ん
が
出
品
し
た
「
ヨ
シ
ノ

フ
ア
ー
ム　

ド
ア　

リ
ン
リ
ン
」
、
未
経

産
の
部
で
訓
子
府
地
区
の
渡
辺
重
明
さ
ん

が
出
品
し
た
「
バ
ー
チ
ヒ
ル　

シ
ヨ
ツ
キ

ン
グ　

ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
」
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　

14
部
以
外
に
も
子
ど
も
か
ら
実
習
生
ま

で
が
出
場
す
る
シ
ョ
ウ
マ
ン
シ
ョ
ー
で
は

９
頭
が
出
品
し
、〝
小
学
３
年
生
以
下
の
部
〟

と
〝
小
学
４
年
生
か
ら
実
習
生
の
部
〟
が

行
わ
れ
、
大
人
顔
負
け
の
リ
ー
ド
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
会
場
で
は
き
た
み
ら
い
牛

乳
や
牛
乳
消
費
拡
大
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

の
無
料
配
布
、
く
ん
ね
っ
ぷ
り
ん
や
牛
肉

（
篠
原
牛
）
の
販
売
、
抽
選
会
な
ど
が
行

わ
れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

特集

【未経産の部】最高位　「バーチヒル　シヨツキング　スーパーヒーロー」　　訓子府　渡辺　重明氏（左２頭目）
　　　　　　　準最高位「バーチヒル　スーパーヒーロ―　ストーマテイツク」　訓子府　渡辺　重明氏（左１頭目）

【経 産 の 部】最高位　「ヨシノフアーム　ドア　リンリン」　　　　　　　　北　見　吉野　裕規氏（右２頭目）
　　　　　　　準最高位「クレイジヤスクルー　ルーベンス　ハイチユー」　　置　戸　(有)小山牧場（右１頭目）

▲審査の様子

▲来賓挨拶をする
　伊田訓子府町長

▲開会の挨拶をする
　大坪組合長

▲トロフィーを受け取る参加者

▲審査会場の様子▲ショウマンショーに
　参加する安斉龍ノ介くん

▲笑顔でリードする青山夕香氏

▲経産の部最高位賞　北見　吉野裕規氏「ヨシノフアーム　ドア　リンリン」

▲デイリークイーンを務めた青山夕香氏と
　大野職員（左から）

▲審査員を務めた
　岩田政彦氏

▲抽選会の様子 ▲きたみらい牛乳の無料配布

▲未経産・経産の部の最高位、準最高位の栄誉に輝いた４頭と関係者の皆さん

第
20
回
　

JA
合
併
20
周
年
記
念



67

▲でこぼこ道を慎重に走る参加者

▲青年部での記念撮影

イ
ム
レ
ー
ス
で
す
。
コ
ー
ス
に
は
段
差

や
カ
ー
ブ
と
い
っ
た
仕
掛
け
や
様
々
な

お
題
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
小
学
生
の
部

で
５
組
、
大
人
の
部
で
14
組
が
出
場
し
、

気
温
の
高
い
中
で
し
た
が
、
景
品
獲
得

を
目
指
し
て
熾
烈
な
レ
ー
ス
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

７
月
９
日
、
訓
子
府
町
で
第
44
回
く

ん
ね
っ
ぷ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や

芸
能
人
に
よ
る
歌
と
笑
い
の
ス
テ
ー
ジ

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
今
年
は
４
年

ぶ
り
に
焼
肉
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
南
支
部
も

恒
例
の
Ｊ
Ａ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
ネ
コ

車
で
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
」
を
開
催
。
こ
の
催

し
は
青
年
部
が
考
案
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、

２
人
１
組
で
運
搬
用
の
一
輪
車
に
載
せ

た
農
作
物
の
出
荷
用
段
ボ
ー
ル
箱
を
落

と
さ
な
い
よ
う
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
タ

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
西
支
部
は

７
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
視
察
研

修
を
実
施
し
、
北
広
島
方
面
へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
女
性
部
本
部
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
所
属
す
る
支
部
同
士
が
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地

域
間
交
流
事
業
」
を
計
画
し
、
各
地
域

ご
と
に
道
内
一
泊
二
日
の
視
察
研
修
を

実
施
。
西
支
部
は
地
域
が
再
編
さ
れ
て

い
る
た
め
、
支
部
の
行
事
と
し
て
部
員

18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
に
は
「
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー

ク
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
」
を
視
察
し
、
約
１
時

間
の
ツ
ア
ー
見
学
の
中
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
ベ
ン
チ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
エ
リ
ア
な

ど
の
球
場
施
設
内
に
つ
い
て
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
ガ
ー
ル
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
内
に
新

設
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
ク
ボ
タ  

ア
グ

リ　

フ
ロ
ン
ト
」
を
視
察
し
、
日
本
の

食
・
農
業
の
大
切
さ
に
つ
い
て
映
像
を

観
た
後
、
施
設
内
の
農
場
を
見
学
。
土

は
使
用
せ
ず
特
殊
な
フ
ィ
ル
ム
を
使
っ

た
「
ア
イ
メ
ッ
ク
農
法
」
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
作
物
の
生
育
状
況
を
確
認
し
、

難
し
い
土
づ
く
り
に
代
わ
る
栽
培
技
術

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
刺
激
と

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
「
今
話
題
の
施
設

を
観
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
次

は
野
球
観
戦

に
、み
ん
な
と

訪
れ
た
い
」

と
話
し
ま
し

た
。

　

こ
の
研
修

を
通
し
て
、

地
域
の
垣
根

を
越
え
て
交

流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

り
に
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
廃
農
機

具
類
が
き
れ
い
に
片
付
け
ら
れ
、
農
村

の
環
境
整
備
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

留
辺
蘂
地
区
の
山
本
栄
祐
地
区
長
は

「
営
農
し
て
い
る
と
ど
う
し
て
も
様
々

な
鉄
く
ず
や
廃
タ
イ
ヤ
が
出
る
。
毎
年

回
収
を
行
う
こ
と
で
留
辺
蘂
の
環
境
を

維
持
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

青
年
部
は
今
後
も
環
境
に
配
慮
し
た

活
動
を
念
頭
に
、
廃
農
機
具
回
収
を
継

続
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
西
支
部
留
辺
蘂
地
区

は
７
月
20
日
、
同
地
区
を
対
象
に
廃
農

機
具
の
回
収
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
青
年
部
が
農
村

環
境
美
化
推
進
運
動
の
一
環
と
し
て
毎

年
７
月
中
旬
に
行
っ
て
お
り
、
今
年
で

21
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

部
員
９
人
が
参
加
し
、
搬
入
さ
れ
た

廃
農
機
具
や
部
品
、
パ
イ
プ
類
、
オ
イ

ル
缶
、
タ
イ
ヤ
な
ど
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
込
み
、
約
５
・
２
ト
ン
を
回
収
し
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
は
毎
年
好
評
で
あ
り
、
な

か
な
か
整
理
が
つ
か
ず
、
家
や
畑
の
周

▲搬入された廃タイヤを降ろす様子

▲トラックに積み込む様子

青
年
部
の
イ
ベ
ン
ト「
ネ
コ
車
で
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
」　

　
　
　
　
　
　  

今
年
も
祭
り
を
盛
り
上
げ
る

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
西
支
部

          

支
部
視
察
研
修
を
実
施
！

▲クボタ アグリ フロントで集合写真

▲北海道ボールパークＦビレッジで集合写真

〜
農
村
の
環
境
美
化
を
目
指
し
て
〜

留
辺
蘂
地
区
の
青
年
部
が
廃
農
機
具
を
回
収

運
搬
、
カ
ー
ブ
操
作
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
救
急
救
命
講
習
と
し
て
北
見

地
区
消
防
組
合
の
方
を
講
師
に
、
成
人

や
小
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
扱
い
方
法
、
止
血
方
法
や
熱
中

症
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
こ
れ
か
ら
収
穫
時
期
を

迎
え
る
前
に
救
命
講
習
を
受
講
で
き
て
、

も
し
も
の
時
の
心
の
準
備
が
で
き
た
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
運
転
操
作
も
こ
れ

か
ら
技
能
講
習
受
講
に
向
け
て
前
向
き

に
な
れ
た
」
と
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
し

た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
６
月
30
日
、
訓
子
府
町

で
女
性
農
業
者
を
対
象
と
し
た
研
修
会

を
開
催
し
、
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
度
開
催
し
た
女
性
農
業
者
向
け
研

修
会
の
際
に
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
運

転
操
作
に
つ
い
て
開
催
し
て
ほ
し
い
と

要
望
が
挙
が
っ
た
た
め
、
こ
れ
か
ら
農

作
業
に
意
欲
的
に
取
り
組
も
う
と
考
え

る
女
性
を
応
援
し
よ
う
と
、
農
作
業
安

全
研
修
の
位
置
づ
け
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
２
部
構
成
で
、
午
前
は
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
事
故
リ
ス
ク
が
高
い

作
業
の
確
認
を
し
た
後
、
基
本
操
作
と

し
て
前
後
進
と
ス
チ
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
の

▲フォークリフトを運転する参加者
〜
女
性
農
業
者
研
修
会
を
開
催
〜

研
修
会
で
農
作
業
に
意
欲
的

▲救急救命講習で止血方法を学ぶ参加者
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きたみらい技能実習生

レ ティ フィン ニューさん（23歳）

出身地：ベトナム（ベンチェー省）

役立つベトナム語講座

vol.27

　６月25日、訓子府高校の第22回生（昭和49
年3月10日卒業）の卒業50年の集いを開きまし
た。22回生の53人と恩師４人（うち恩師２人、
同級生５人亡）のうち恩師１人を含む34人が
集まり、おけと勝山温泉ゆぅゆで焼肉をした
後、コテージで１泊しました。
　これまでもだいたい５年に一度、同窓会を
開いて集まっていましたが、みんなで集まる
のは今回で最後になるだろうという思いで集
いを開催。遠方にいる人も集まってくれ、約
７割の仲間と再会することができました。記
念に撮った写真は最高の１枚です。
　集いでは最近の悩みや高校の思い出話を語
り合い、もちろん変わったこともありますが、
当初から変わらない仲間との絆を再確認でき
ました。また、みんなで会えることを願い笑
顔で過ごすことができました。

▲集まった同級生、恩師との記念写真
　（前列左から５人目が恩師、
　　中央列左から２人目が仁木さん）

置戸地区・豊住

仁木　義信さん（68歳）と

　　　　　同級生、恩師の皆さん

よしのぶ

卒業50年の集い卒業50年の集い

未来につながる仕事をするための食の充実

Ｑ趣味はなんですか?
　　音楽を聴いたり、映画を観るのが大好きで 　す。
Ｑ好きな日本語はなんですか?　　「平和は微笑みから始まります」Ｑ日本の好きな食べ物はなんですか?　　ラーメン
Ｑ北見に来て大変だったことはなんですか?　　言葉を覚えることや気候の違いに苦労しま　した。
Ｑ日本でやってみたいことはありますか?　　日本全国を旅行してみたいです。Ｑ色々な実習をしてみてどうでしたか?　　思っていたより、北見の天候は寒くなかっ　たです。

　今回は「すみません」について紹介します。「すみません」には、謝
罪と呼びかけの２パターンがあります。まず、謝罪の場面では“シンロ
ーイ”という言葉を使います。呼びかけの場面では３種類あり、自分よ
り年下の相手には“エムオーイ”、相手が年上で男性の場合は“アィン
オーイ”、女性の場合は“チオーイ”となります。状況や場面に応じて
使う言葉が異なるところは日本語と同じ難しさがありますね。

北海道大学大学院農学研究院　小林　国之

　北海道らしくない猛暑、湿度の中での農作業が続いている。農業は体を使う過酷な仕事である。

ハウス内での作業、長時間にわたる馬鈴薯の機上選別、玉ねぎの収穫、雨との戦いである小麦の

収穫。炎天下での延々と続くホー除草も過酷な作業である。

　体を酷使するのが農業ではあるが、最近は仕事の内容も変化している。ＧＰＳガイダンスがか

なり普及したとはいえ、長時間のトラクターの運転は、体と同時に頭も疲れる仕事である。近年

は農家１戸あたりの規模拡大も進み、機械の能力も上がっていることから、人間の体力ギリギリ

のところまで働いている農家も少なくない。

　「長時間の作業、大変ですね」と話すと、｢自分が頑張ればいいだけだから｣というような答え

がよく返ってくる。もちろん農業経営を担う者としての責任ある言葉だと受け取ることはできる

が、同時にその「自分」に何かあったときにはどうなってしまうのか。「働き者」という言葉は、

良い農家の代名詞のように受け取られるが、その一方で「自己搾取」につながってしまわないか

という心配がある。特に、作業時期が限られる中で、決められた面積をこなさなければならない

仕事が多くある最近の農業においては、そのプレッシャーはかつてないほどに高まっているので

はないだろうか。

　前置きが長くなったが、こんなことを考えたのは、今手元に当時の農林省が出した『農民栄養

に関する統計』という資料を見つけたからだ。農民の栄養状態の調査が行われてきたこと自体、

不勉強で知らなかった。手元にある資料が発行された昭和36年は、今、改正が議論されている食

料農業農村基本法の前身がある農業基本法が制定された年である（統計自体がいつからいつまで

発行されていたかは確認できなかった）。

　第二次世界大戦が終わって16年が経った当時。日本社会は戦後復興を終えて、経済成長にテイ

クオフしようとしている時期であり、農業政策としては米一辺倒の農業から、酪農畜産、果樹・

野菜などこれから需要が伸びる品目を振興することを目指し始めた時期である。

　この時期においてもなお、農民の栄養状態は、改善されつつあるが決して十分なものではない

ことが指摘されている。栄養素としては、農業労働が必要とする量に対して、カロリーはほぼ充

足されているが、食塩は１.７倍程度、ビタミンＣは１.５倍程度の過剰となっている。一方で、

脂質、カルシウム、ビタミンＡとＢ１、動物性タンパク質はおおむね６割程度の摂取となってお

り不足していることが課題として指摘されている。農業における機械化はまだまだ進んでおらず、

労働時間も多い。体を再生産するために必要な栄養素の確保、つまり農民達の健康問題が農民の

社会的地位の向上、健康の増進という「生存権」という視点から重要視されていたことはもちろ

んである。しかしながら、それとともに、農民の健康が農業の発展という社会的な目的からも重

要な課題として認識されていたと言えるだろう。

　またこの報告書では、この時期においてテレビやオートバイ、電気洗濯機が急速に農村部にお

いても普及しており、「一方で健康な状態で農民の労働力を再生産していくための栄養水準が依

然として低い状態であることを考えれば、形式上の生活水準は向上しても労働力再生産の源泉を

なす栄養摂取とのアンバランスは相変わらず問題となるところである」と指摘している。

　農業者は、食料を生み出す大切な役割を担っている。だが、そうした農業者自身が健康で「再

生産」していけるためには、経済的な豊かさはもちろんだが、その体を健康に維持していくため

の「食」のあり方も、改めて考えなければならないのだろう。忙しいとつい食事の手を抜いてし

まう。短期的にはそうした対処は必要だが、今の農業者の働き方に合った健康を維持するために

農業者の食生活のあり方についても、改めて考えてみる必要があるだろう。健康な体は健康な食

から、健康な食べ物から、とはよく聞くが、それは健康の農業者がいてこそ、なのだから。



11 10

温 根 湯

留 辺 蘂

置 　 戸

訓 子 府

相 　 内

上 常 呂

北 　 見

端 　 野

合 　 計

60

33

70

252

61

92

138

168

874

21

19

28

40

28

22

42

37

237

18

17

19

39

23

22

41

34

213

30.0％

51.5％

27.1％

15.5％

37.7％

23.9％

29.7％

20.2％

24.4％

地
区
毎
の
出
席
状
況

地 区 名 組合員戸数 出席人数 出席戸数 出 席 率

　

７
月
10
日
か
ら
12
日
を
除
い
た
４
日
間
、

８
会
場
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
地
区
別
懇
談
会
が

行
わ
れ
、
組
合
員
と
家
族
の
み
な
さ
ん
２

３
７
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

地
域
運
営
委
員
長
の
進
行
に
よ
り
、
各

部
門
ご
と
に
事
業
へ
の
取
組
状
況
や
農
畜

夏
期
地
区
別
懇
談
会
終
え
る

８
会
場
に
２
３
７
人
出
席

産
物
の
情
勢
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
出
席

し
た
組
合
員
か
ら
も
数
多
く
の
意
見
と
質

問
を
頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
・
要

望
な
ど
に
つ
い
て
は
後
日
「
Ｑ
＆
Ａ
」
と

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
て
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。

▲28人が出席して行われた置戸地区懇談会

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
の
玉
ね
ぎ
を
使
用
し
た 

「
玉
ね
ぎ
せ
ん
べ
い
」が
新
発
売

▲玉ねぎせんべい

▲パッケージ

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
加
工

商
品
「
玉
ね
ぎ
せ
ん
べ
い
」
が
８
月
１
日

に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

せ
ん
べ
い
に
は
生
産
量
日
本
一
を
誇
る

当
Ｊ
Ａ
産
の
玉
ね
ぎ
を
使
用
し
て
お
り
、

「
香
り
」「
旨
味
」
が
凝
縮
さ
れ
た
商
品
の

た
め
、
袋
を
開
け
た
瞬
間
に
玉
ね
ぎ
の
香

り
を
楽
し
め
て
、
食
べ
る
と
玉
ね
ぎ
の
旨

味
と
た
れ
の
甘
み
が
広
が
り
ま
す
。
か
た

さ
が
特
徴
の
せ
ん
べ
い
な
の
で
、
少
し
ず

つ
よ
く
噛
ん
で
味
わ
っ
て
頂
く
も
良
し
、

小
さ
く
割
っ
て
ス
ー
プ
や
サ
ラ
ダ
に
添
え

る
も
良
し
、
普
通
の
せ
ん
べ
い
と
は
一
味

違
っ
た
当
Ｊ
Ａ
だ
か
ら
こ
そ
作
る
こ
と
が

で
き
る
商
品
で
す
！

　

是
非
、
お
土
産
や
ご
自
宅
用
に
お
買
い

求
め
下
さ
い
！

　

１
箱
（
２
枚
×
５
袋
）
、
一
般
販
売
価

格
７
５
０
円
（
税
抜
）
。
北
見
市
内
の
量

販
店
や
ス
ー
パ
ー
を
中
心
に
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
Ｊ
Ａ
企
画
開
発
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
☎
０
１
５
７
(32)
８
７
９
０
ま
で

スープやサラダにも
添えてみてね！

　

ク
リ
ー
ン
栽
培
玉
葱
部
会
は
７
月
11
日
、

北
見
市
立
豊
地
小
学
校
の
５
・
６
年
生
の

総
合
学
習
で
「
農
業
と
環
境
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
食
育
授
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

部
会
の
取
り
組
み
を
地
域
の
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
た
い
と
い
う
役
員
の
想
い
か
ら
、

豊
地
小
学
校
の
協
力
を
得
て
実
現
し
ま
し

た
。

　

授
業
で
は
、
同
部
会
役
員
の
吉
田
誠
一

氏
（
北
見
）
と
北
野
祐
作
氏
（
訓
子
府
）

か
ら
玉
ね
ぎ
栽
培
の
や
り
が
い
や
苦
労
に

つ
い
て
話
し
、
農
業
と
環
境
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
関
係
性
や
部
会
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
職
員
よ
り
説

明
し
、
そ
の
後
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
「
や
さ
し
い
玉
ね
ぎ
と
普

通
の
玉
ね
ぎ
の
違
い
は
？
」
「
玉
ね
ぎ
を

育
て
る
環
境
と
し
て
適
温
は
ど
の
く
ら
い

か
？
」
な
ど
多
く
の
質
問
が
あ
が
り
、
積

極
的
に
参
加
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

児
童
ら
は
今
後
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る

新
聞
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

▲▼食育授業の様子

ク
リ
ー
ン
栽
培
玉
葱
部
会
、

 

豊
地
小
学
校
で
食
育
授
業
開
催
！

ついに！！

▲商品を紹介する土井さん

▲同店で販売している
　カスタードケーキ 所 在 地：北見市中央三輪９－１－６

営業時間：午前９時～午後６時（第１・第３水曜日定休）
電話番号：0157-36-7777

　

北
見
市
内
に
あ
る
「
北
見
の
菓
子
司 

羽
前
屋
」
で
は
、
き
た
み
ら
い
牛
乳
を
使

用
し
た
カ
ス
タ
ー
ド
ケ
ー
キ
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

明
治
43
年
創
業
の
同
店
で
は
、
カ
ス
タ

ー
ド
ケ
ー
キ
を
以
前
か
ら
販
売
し
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
か
ら
き
た
み
ら
い
牛
乳
を

カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
の
原
料
で
使
用
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
き
た
み
ら
い
牛

乳
の
使
用
後
は
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
周
囲
か

ら
の
反
応
が
上
々
だ
と
副
工
場
長
の
土
井

福
生
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
生
地

の
中
に
は
ラ
ム
酒
が
入
っ
て
お
り
、
中
に

あ
る
ク
リ
ー
ム
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、

通
常
の
も
の
と
チ
ョ
コ
ク
リ
ー
ム
を
使
用

し
た
も
の
の
２
種
類
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

土
井
さ
ん
の
生
産
者
に
対
す

る
思
い
は
強
く
、
「
こ
れ
だ
け

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
食
材
を
作
っ
て

く
れ
て
い
る
お
か
げ
で
、
お
い

し
い
お
菓
子
作
り
が
で
き
て
い

る
の
で
あ
り
が
た
い
。
こ
の
思

い
は
お
菓
子
を
通
じ
て
お
客
様

と
共
有
で
き
れ
ば
」
と
感
謝
を

伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

カ
ス
タ
ー
ド
ケ
ー
キ
は
１
個

２
０
０
円
（
税
込
）
で
販
売
し

て
お
り
、
同
店
で
販
売
す
る
プ

リ
ン
や
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
な
ど

に
も
き
た
み
ら
い
牛
乳
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

店舗情報

き
た
み
ら
い
牛
乳
を
使
用
し
た
ケ
ー
キ
を
販
売

き
た
み
ら
い
牛
乳
を
使
用
し
た
ケ
ー
キ
を
販
売
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スキムミルクを使った！レシピ紹介③
　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
野
球
部
は
７
月
12

日
・
13
日
に
行
わ
れ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ

野
球
大
会
で
５
年
ぶ
り
５
回
目
の
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
野
球
部
は
部
員

16
人
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
13
日
の
準

決
勝
で
は
Ｊ
Ａ
こ
し
み
ず
に
初
回
幸
先
よ

く
１
点
を
先
制
す
る
な
ど
、
そ
の
後
も
追

加
点
を
取
り
、
投
げ
て
は
竹
江
投
手
（
組

織
振
興
東
グ
ル
ー
プ
）
が
相
手
打
線
を
完

封
し
て
５
|
０
で
勝
利
し
ま
し
た
。
勢
い

に
乗
っ
た
決
勝
で
は
、
Ｊ
Ａ
め
ま
ん
べ
つ

と
対
戦
。
中
盤
６
回
ま
で
５
|
４
と
均
衡

し
た
試
合
だ
っ
た
も
の
の
、
７
回
表
に
金

子
選
手
（
北
見
本
店
共
済
課
）
の
タ
イ
ム

リ
ー
ヒ
ッ
ト
で

追
加
点
を
取
り
、

そ
の
後
も
着
実

に
得
点
を
重
ね
、

10
|
６
で
勝
利

を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
優
勝
で
９
月
５
日
・
６
日
に

行
わ
れ
る
全
道
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
当
Ｊ
Ａ
野
球

部
へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！

第
65
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
で

５
年
ぶ
り
優
勝
！
～
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
野
球
部
～

▲優勝記念写真

▲村井選手
（畜産相談グループ）

竹江選手▶
（組織振興東グループ）

12日【２回戦】ＪＡきたみらい   ６－０ ＪＡところ
13日【準決勝】ＪＡきたみらい   ５－０ ＪＡこしみず
　　  【決　勝】ＪＡきたみらい 10－６ ＪＡめまんべつ

戦績

令和４年度ＪＡグループオホーツク　みんなのよい食プロジェクト



15 14



1617

第６回 理事会報告
　７月28日、午後２時00分より第６回定例理事会が開催され、報
告事項15件、決議事項２件が協議され、原案通り承認されました。
　
【報告事項】
①内部監査（購買部門）報告について
②組合員状況報告について
③財務状況報告について
④理事に対する資金の貸付に係る報告について
⑤令和５年度夏期地区別懇談会意見集約について
⑥人事の発令について
⑦バイオスティミュラント（ＢＳ）活用に係る（株）ＡＧＲＩ Ｓ
　ＭＩＬＥとの共同特許出願について
⑧ＪＡきたみらい局地的農地被害復旧事業実施要領創設に伴うＪ
　Ａきたみらい自然災害等対応マニュアル（令和５年改訂版第２
　版）について
⑨作況調査（７月15日）について
⑩令和５年度作付実態調査集約について
⑪Ｒ４年産玉ねぎ・馬鈴しょの本精算について
⑫生乳生産状況及び個体取引価格状況について
⑬第20回ＪＡきたみらい乳牛共進会（ＪＡ合併20周年記念事業併
　催）について
⑭７月11～13日降雹・集中豪雨被害報告について
⑮きたみファミリーランド きたみらいＤａｙ 実施概要について
　
【決議事項】
①出資減口について
②固定資産の取得について

介護保険サービス②

お問い合わせ：担い手グループ　TEL:24－2145（榎本・辻本）

▲原岡次長（右）から感謝状を受け取る宮下常務（左）

　当ＪＡは令和４年度に日本農業新聞の普及活
動において顕著な成果を挙げるとともにＪＡグ
ループで進める情報共有運動を積極的に推進し
たとして、日本農業新聞北海道支所から感謝状
を贈呈されました。６月20日、日本農業新聞北
海道支所の原岡次長より、当ＪＡの宮下常務へ
感謝状が手渡されました。

Ｈ31.04　入組
Ｈ31.04　販売企画部組織振興東グループ
■在職期間　４年３カ月

　令和５年６月30日付で職員が退職しましたので
お知らせ致します。
　在職中は、組合員皆様を始め、地域皆様のご厚
情をいただき誠にありがとうございました。

退職のお知らせ

（販売企画部組織振興東グループ）
二　俣　誓　斗
ふた　　また　　ちか　　 と

日本農業新聞から表彰！
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Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募用紙に
答え（番号）と広報誌へのご意見・ご感想
を記入してＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの
「玉ねぎせんべい」と「オニオンコンソメ」
をプレゼント致します。

７月号まちがいさがしの当選者
　７月号のまちがいさがしの答えは「３、５、７、10、１2」

でした。正解者23名の中から抽選の結果、当選者は次の

方 で々す。

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「玉ねぎ焼肉

のたれ」と「麦まるごとうどん（平打ち）」２袋を

プレゼント致します。

（　　　）内は地区名

・武田　翔太さま（端　野）・伊藤　柚花さま（相　内）
・佐藤　優成さま（端　野）・小野　楓馬さま（相　内）
・吉田　秀子さま（上常呂）・竹村　　叶さま（訓子府）

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

　湿度が高いのもあって特に暑く感じますよね…。
８月もまだまだ暑いので、体調には十分気を付けて
夏を楽しみましょう！

（上常呂地区　加藤　史枝さん）

組近は暑かったな～。
25度くらいがいいな～。最

（訓子府地区　相馬　杏虹さん）

合員ふれあい祭とても楽しそう
ですね。とても行きたかっ

たのですが、用事ができて行けま
せんでした。本当に残念です。

　１度きりのイベントに参加できないのは残念ですよね。
次に周年イベントを開催した時はぜひ参加して楽しんでい
ただければと思います！
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和５年７月20日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,597人

5,696人

873戸

117,425百万円

17,869百万円

4,928百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

魚介と新ジャガのスープ賀茂なすのグラタン

・溶けてしまいそうなほど気温の高い日が続き、汗が止まりません。ニ
　ュースなどでは“災害級の暑さ”と報じられています。この言葉は、
　５年前の2018年に日本各地で40℃を超える記録的な猛暑が続き、気
　象庁が記者会見で“災害”と表現したことが始まりだそうです。日本
　各地でも熱中症になってしまう方が後を絶ちません。天気ばかりはど
　うにもコントロールできませんので、私たちの生活を工夫する必要が
　ありますね。何か良いアイデアがある方はぜひご教示ください。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　（菊池　光祐）

❶賀茂なすを縦に半分に切り、皮目に竹串などで穴
を開ける。内側の周りに１周包丁を入れ、スプー
ンで身をくりぬき半分に切る。ズッキーニは厚さ
１cmにいちょう切りする。
❷サラダ油を180度に熱し、①をむきエビ、パプリ
カと共に素揚げする。ソラマメは皮をむきゆでる。
❸素揚げした賀茂なすに具材としてむきエビ、パプ
リカ、ソラマメ、ズッキーニを盛り込み、ホワイト
ソース、パルメザンチーズを
かけ220度のオーブンで５、
６分焼く（写真参照）。
❹器に盛り付け、ディルをのせ
出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（２人分）◆
…………………………………………１個

…………………………………1/4本
…………………………………………２尾
………………………………………1/4個
…………………………………………６粒

………………大さじ２
………………………………適宜

…………………………………………適宜
……………………………………………適宜

賀茂なす
黄ズッキーニ
むきエビ
パプリカ
ソラマメ
ホワイトソース（市販品）
パルメザンチーズ
サラダ油
ディル

❶新ジャガイモは皮をむき半分に切り下ゆでして
おく。

❷フライパンにオリーブ油、つぶしたニンニク、
アンチョビを入れ、弱火で香りを移す。

❸②に①、白身魚、ハマグリ、切りガニを入れ、
中火で３、４分焼き、白ワインを振ってから水
とタイムを入れ、ふたをし中火で７、８分蒸す。

❹③に塩・こしょうを振り味を調える。皿にレモ
ンを置き、上に具材を盛り付けスープを注ぎ出
来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（２人分）◆
……………………………………２個

…………………………………………１片
………………………………１片

………………………………40g（２切れ）
………………………………………100g
…………………………………………２肩
…………………………………大さじ４

……………………………………大さじ２
……………………………………………１本

……………………………………………400ml
……………………………………適宜
…………………………………２枚

新ジャガイモ
ニンニク
アンチョビフィレ
白身魚
ハマグリ
切りガニ
オリーブ油
白ワイン
タイム
水
塩・こしょう
レモンスライス


